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オープンまでの経緯を表4に，認証取得プロジェク
トの構成を図1示します。

CoC認証を取得している南富良野町森林組合が原木
の調達から木材加工までを一元管理しました。ただ，
南富良野町森林組合は木材加工施設を有していないた
め，製材・乾燥・集成・プレカットの工程は，丸善木
材（株）と厚浜木材加工協同組合に委託しています。

委託に際しては，CoC取得事業者である南富良野町森
林組合が加工事業者と覚書きを結び，CoC認証に準じ
た管理，たとえば認証材以外の木材が混入しないよう
な材料管理を行いました（写真1）。

南富良野町森林組合は町内の認証森林から表5に示
す量の素材生産を行い，委託加工先に搬入しました。
町産原木から製材したラミナは強度が高く，F105
の集成材をそろえることができました。

■建築物の概要
建築物の概要を表6に，全体図を図2に示します。

販売施設，飲食店舗の主要構造部材にはカラマツ
構造用集成材を用いています（写真2）。オープンな室
内空間を実現するため，横架材には断面180×670mm，
210×1,000mmなどの大断面材も使用しています。ま
た，中柱は負担荷重が大きいことから集成材を2本抱
き合わせ，ボルトで一体化させています。最も大きい
販売施設の軒高は11mを超え，長さ約10mの柱を立て
ています。

柱・横架材は，挿入鋼板＋ドリフトピンによる二面
せん断接合（写真3），筋かい・柱仕口は添板鋼板＋
ボルトによる一面せん断接合としています。

 

構造関連の使用木質材料の仕様を表7に，木材使用
量を表8に示します。

■認証取得で感じたこと
認証取得を目指す業務を進める中で，課題として次
のようなことを感じました。
・建設事業にかかる通常の業務に加え，認証関連の特
記仕様書・マニュアルの作成，建築事業者への説明
会の開催，工事中の確認作業などの業務が生じた。
・認証制度を簡潔にわかりやすく説明している適切な
広報物が見当たらず，認証取得の意義を関係者に説
明する際に苦労した。
・全体認証の取得にあたっては，認証材以外の，たと
えばサッシ枠や建具等に使用する合法木材の履歴管
理も必要となることへの配慮が必要であった。
・プロジェクト認証を取得するには審査手数料の負担
が発生する。これに関連し，木材関連事業者がCoC
認証を維持する上で費用負担が課題になっている実
態がある。
・構造用合板に使用したカラマツ合板を認証材で調達
できれば認証材率が94～95％まで高まり，本プロ
ジェクトの大きな特徴となった。しかし，認証がつ
ながらないために合法木材扱いとなったことに悔い
が残った。

■おわりに
認証を取得した建物である特徴をどのように活かし
ていくかは今後の課題ですが，まずはパネル展示など
の実施を想定しています。
地元の丸太から製材した木材を使用した建物なので
それを見せたいと考え，設計者の理解，林業・木材事
業者の協力により，そのことは実現することができま
した。お出でいただけることを願っています。
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■はじめに
4月27日，道の駅南ふらのの隣にSGECのプロジェ
クト認証を取得した複合型商業施設がオープンしまし
た。複合型商業施設は，道内最大級のアウトドア用品
店，飲食店舗（レストラン），屋外型飲食店舗（フー
ドコート6店舗）の3棟から構成されています。
町産認証材を約410㎥使用し，燃え代設計を適用す

ることで木材を現しで使用しているこの建築物につい
て，南富良野町の担当者にお話を伺いました。

（文責：普及協会・菊地）

■南富良野町における森林資源活用の取組
南富良野町の人口は1965年の11,025人をピークに

減少が進み，2020年末には2,385人となっています。
人口減少への対応方向等をまとめた，「南富良野町人
口ビジョン」1) の中で，人口減少の緩和対策の一つと
して，「森林整備と再生可能エネルギーの推進」を掲
げています。
南富良野町は総面積66,552haのうち，山林が約

90％の59,031haを占めています2)。過去には多数の木
材関連工場が操業するなど「林業のまち」として発展
してきました。現在，木材工場はなくなりましたが，
林業が本町の基幹産業の一つであることはかつてと変
わらず，14,800haにおよぶ人工林資源は成熟期を迎
え，持続的な利用の時期に入っています。また，「南
富良野町人口ビジョン」に沿い，林地未利用材の有効
活用を目的に，バイオマスボイラーの導入（表1），
雪氷乾燥システムの設置などに取り組んできていま
す。

さらに，南富良野町では，この人工林資源を適切に
活用する一環としてFM認証取得を進めてきました。
現在，公有林（町有林，道有林），民有林の大部分が
FM認証*を取得済みで，取得面積・割合は，それぞ
れ表2のとおりです。
*：森林認証の種類
①FM認証：森林経営に関する森林管理認証
②CoC認証：認証森林から生産された木材（認証
材）の流通・加工に関する認証

■プロジェクト認証活用の経緯と体制
このようにFM認証の取得は進んだものの，そこか

ら得られる認証材の活用は進まない状況にありまし
た。そのような中，2020年度，内閣府の地方創生拠
点整備事業に，観光客の誘客を内容とする「道の駅を
核としたまちの賑わい拠点施設整備事業」が採択さ
れ，複合型商業施設を建築することになりました。施
設建築にあたっては，SGECのプロジェクトCoC認証
（表3）の取得を目指すことになりました。木造化お
よび認証取得に至る背景は下記のとおりです。
・公有林，民有林の大部分がFM認証を取得済みで
あった（表2）
・町有林認証材を活用する機会として捉えた
・施設に入居するアウトドアショップから木材利用の
要望があった
・設計事務所から，美深町立仁宇布小中学校のプロ
ジェクト認証3) の紹介を得た

・SDGsの取り組みにもなる

■第4期生 生徒募集！

北森カレッジでは，来年入学する生徒募集のため

に様々な取組を行っています。

その取組の中でも，例年，多くの方が参加される

のは，オープンキャンパスです。

今年は，入学希望者や保護者等60名に参加を頂き，

午前中は学院紹介，校舎案内，専任教員による模擬

授業を行いました。また，午後からは現場へ移動し，

美瑛町森林組合によるチェーンソーや高性能林業機

械での伐倒を見学しました。

当日の7月30日（土）は，猛暑の中にもかかわらず，

参加者は普段見られない作業の様子を真剣に見入っ

ていました。

最後には，希望者を対象として学院職員との個別

相談を行いましたが，入学希望者から「入学して格

好良い林業マンになることが楽しみです！」「入学

目指して頑張ります！」など，嬉しい言葉をもらい，

無事終了することができました。

その他にも，毎月開催している「学院説明会」や，

道外の方を対象として開催する「森林のお仕事ガイ

ダンス」などPRイベントは盛りだくさんです。

そして，いよいよ今月令和4年9月30日から「推薦

入学試験」，10月11日から「一般入学試験」の願書

受付が始まります。1人でも多くの入学希望者をお待

ちしております。

（北海道立北の森づくり専門学院 斉藤 翼）

■Web版「木になるフェスティバル」終了

7月19日～8月31日に林産試験場ホームページ上でWeb
開催をしていた「木になるフェスティバル」が終了し

ました。開催中はたくさんの皆さんに閲覧いただき，

大変ありがとうございました。

「木になるクイズ」，「動画で解説！木工クラフ

ト」，「りんさんしバーチャルツアー」の各コンテン

ツはお楽しみいただけたでしょうか。来年こそは対面

開催で，皆さんの笑顔とお会いできることを心待ちに

しております。

■林産試験場はAED設置施設です（写真1）

皆さんも一度は使用方法を体験されたかも知れない

「AED（自動体外式除細動器）」が，林産試験場にも2
台設置されていて，1台は玄関ドアを入ったところに配

置されています（写真2）。最近のAEDは，わかりやす

いイラストと音声ガイドが装備されており，それに

従って操作すれば安全に使用することができます。使

用する機会に遭遇しないですめば何よりですが，設置

場所，使用方法を知っていれば「もしも」の時にも，

より迅速に，少しは冷静に対応できるはずです。もし，

自分では対処できないと思ったら，大声で助けを呼び

ましょう。林産試験場には救急救命・応急処置の講習

を受け，資格を持った職員もいますので緊急事態にも

対応できます。

（林産試験場 広報担当）

【学院紹介の様子】 【高性能林業機械の紹介】

写真1（左）
AED設置施設表示

写真2 玄関横のAED設置状況

【現地見学の様子】


